
技術･家庭科 技術分野　学習指導計画概略 1年

No 累積 時数 ユニット 目標 内容 評価要素 備考 A B 評価対象 A B 評価対象 A B 評価対象 A B 評価対象

1 4 4 ガイダンス
技術が生活の向上に大きな役割を
果たしていることを理解することが
できる。

技術とは
技術＝資格，価値を生み出すもの，そ
して生きる力

先生の教科の説
明を参考にしなが
ら，やろうとする具
体的な内容が書け
る。

技術の発達と生活
様式や職場環境
の変化の関係につ
いて調べようとして
いる。

教師の説明の後
の感想文の内容 今までの学

習の中から
関連性を持
たせる

2 8 4 製図
キャビネット図，等角図の書き方を
練習し，目的にあった図を書くこと
ができる。

完成予想図の書き方(キャビネット
図 )部品図の書き方（平面図）

図法の基本，定規とペン，線の種類と
目的，縮尺，寸法，部品表

A

発展課題まで積極
的に挑戦しようとす
る。

基本課題を達成し
ようとする。

ボーナス課題の取
り組みの様子

キャビネット図，等
角図の基本形が3
つとも正しく書け
る。

キャビネット図，等
角図の基本形が2
つ書ける。

学習プリント

数学科

3 11 3 設計
設計に関する情報を集め，整理し
て，ねらいとする製品の条件をまと
めることができる。

机引出しづくりの条件を集約する，
力のかかる方向と強度，加工しや
すい材料選択

使用場所，必要な機能，使い方，かか
る重さと力，長さと強さ，厚さと強さ，繊
維方向と強さ，材料の性質，材料の種
類

A

積極的に自分の力
で，各部の寸法を
測定できる。

自分の力で，各部
の寸法を測定しよ
うとしている。

計測する態度より 自ら構想したもの
の形を図で表すた
めに工夫し表現し
ようとしている。

自ら構想したもの
の形を図で表すた
めに工夫してい
る。

学習プリント 引出しの外寸を予
想できる。

使用する材料の名
前と特徴をまとめ
られる。
机の中の容積を測
定できる。

記録用紙 材料購入の時の
点検内容を２つい
える。

製材と合板との違
いをまとめられる。
木目と強さの関係
がまとめられる。

学習プリント

生活体験か
ら

4 13 2 罫書き木取り
材料の性質を生かした部品取り作
業ができる。

さしがねできどり，のこ引き
さしがねの使い方，木取りの方法，罫
書きの方法，のこきりで正しく切断する
方法

A

性質を生かした作
業をしようとしてい
る。

意欲的に作業に取
り組んでいる。

製作品
学習プリント

製作品の使用目
的にあわせて機能
を工夫し創造しよう
としている。

製作品の使用目
的にあわせて機能
を工夫している。

学習プリント 部品番号，余材な
どの区別がきちん
とした罫書きがで
きる。

切り溝を考えた罫
書きができる。
正しく差し金が使
える。

罫書きした部材 節の部分や，われ
を避ける必要があ
ることがわかる。

切りしろが必要で
あることがわかる。

学習プリント

知識の具体
化

5 19 6 部品加工
適切に工具を選択し，使い方を工
夫しながら，部品加工を行うことが
できる。

かんながけ，やすりがけ　(ベルトサ
ンダ)

かんなの調整の仕方，平削り，こぐち
削り，こば削り，ベルトサンダのしくみ
と使い方，安全操作の規準

A

性質を生かした作
業をしようとしてい
る。

意欲的に作業に取
り組んでいる。

製作品
学習プリント

加工の目的や条
件に応じて，より適
切な工具を選択
し，その使い方を
工夫している。

加工の目的や条
件に応じて，適切
な工具を選択し，
その使い方を工夫
している。

学習プリント 寸法どおり，正しく
切断ができる。

材料を固定して安
全にのこびきがで
きる。

授業観察 治具を使うことで
正確に切ることが
できることがわか
る。

のこぎりやかんな
の特徴がわかる。
正しく切断するまで
の手順がわかる。

学習プリント

知識の具体
化

6 20 1 仮組み
完成図どおり完成できるか点検す
る。

仮組立と修正　直定規，ねじ穴決
め，下穴あけ

直定規の使い方，きりの種類と誓い
方，釘やねじ穴の決め方

A

正確な接合になる
まで粘り強く取り組
んでいる。

接合面などをでき
る限り一致させよう
と努力している。

授業観察 接合部をきちんと
整合させることが
できる。

仮組みができる。
下穴のしるしをつ
けられる。
ギリで穴をあけら
れる。

部材

知識の具体
化

7 24 4
組み立て，仕上
げ

接合材料を正しく使い，組立て，仕
上げができる。

接着剤とクギ打ち(ねじしめ)，目違
い払い，面取り，やすりがけ

接着剤のしくみと使い方，げんのうの
使い方，釘の直し方，仕上げのしか
た，面取り加工の仕方

A

意欲的に点検を行
い，記録をしっかり
とっている。

点検作業を意欲的
に進めている。

授業観察
学習プリント

材料の特徴を生か
して製作品に用い
るために自ら工夫
している。

材料の特徴を生か
して製作品に用い
るために工夫して
いる。

学習プリント 面取りができる。
段差を直すことが
できる。

接着剤を使い，くぎ
で接合ができる。
やすりがけができ
る。

製作物

知識の具体
化

8 25 1 製作のまとめ 製作のまとめをすることができる。
完成品撮影・費用計算，作業記録
の整理・自己評価，実際の有効性
の判定

完成品のデジカメ撮影，費用計算の
意義，自己評価規準，価値観の育成

A

改善点やこれから
の努力すべき点を
書こうとする。

実習成果をまと
め，自分の学習成
果について書こう
とする。

まとめプリント 報告書の中に，原
価計算や作品分
析表がある。

作業記録ファイル
を整理し，完成写
真をいれた報告書
が作成できる。

ファイル

知識・体験
の共有化

14 26 1 レポート作成
これまでの学習をもとに情報を収集
し，まとめて資料を印刷できる。

これまでの学習から課題に合う内
容を判断して引用し，整形して印刷
する。

文書整形，見出し，センタリング，文字
修飾の操作，著作表示

D

なるべくわかりや
すい図版や説明文
を探そうとする。

より良い情報を探
そうとする。

感想から 見出しやレイアウト
を整えてわかりや
すい資料ができ
る。

画像と文字の情報
をワープロに貼り
付ける。
引用表示を入れ
る。

プリントアウトした
成果

課題に適している
か，わかりやすい
かなどの条件に当
てはめて判断して
いる。

価値のある情報を
選ぶことができる。

プリントアウトした
ものにつけた感想
文などから

今までの学
習の中から
関連性を持
たせる

10 28 1 生育基礎 生物の生育について知ろう
動物や植物の生育について知り，
生活にどのように関わっているか考
える。

動物や植物の生育条件について，生
活とのかかわり

C

生活とのかかわり
を丁寧に調べよう
としている。

生活との関わりを
調べようとしてい
る。

学習プリント 生物の生育につい
て知り，適切にまと
めることができる。

生物の生育につい
て知り，まとめよう
としている。

学習プリント
今までの学
習の中から
関連性を持
たせる

11 30 2 植物の生育条件 植物の生育に必要な条件を知ろう
植物の生育に必要な条件を知り，
条件を整えることの大切さを知る。

生育条件の選択，栽培計画の作成 C

栽培計画を工夫
し，最適化しようと
している。

栽培計画を自分な
りに工夫しようとし
ている。

栽培計画 栽培に必要な条件
をあげ，実行でき
るものに整える。

栽培に必要な条件
をあげることができ
る。

栽培計画

プランニング
(設計)

12 34 2 植物の生育 植物を育ててみよう
種または苗から植物を育て，データ
を収集する。

適切な環境整備，データの収集 C

水やりなどを欠か
さずに行い，細かく
データを収集しよう
としている。

水やりなどを行
い，データを書き留
めている。

生育記録 植物を適切に生育
できる。

植物を枯らさずに
生育できる。

生育対象
生育記録

15 35 1 生育のまとめ 生育のまとめ
生育した植物について，データをも
とにまとめる。

生育記録
まとめプリント

C

生物の生育につい
て，授業を振り返り
ながら丁寧にまと
めようとしている。

生物の生育につい
て，授業を振り返り
ながらまとめようと
している。

まとめプリント データをもとに，適
切に栽培できたか
判断できる。

データをもとに，適
切に栽培できたか
判断しようとしてい
る。

生育記録
まとめプリント

今までの学
習の中から
関連性を持
たせる

生活や技術への関心・意欲・態度 生活を工夫し創造する能力 生活の技能

かかわり

生活や技術についての知識・理解



技術･家庭科 技術分野　学習指導計画概略 2年

No 累積 時数 ユニット 目標 内容 評価要素 備考 A B 評価対象 A B 評価対象 A B 評価対象 A B 評価対象

16 4 4
機械要素の構
想，実験

円運動を他の動きに変える方法に
ついて理解し，機構実験により確か
める。
機構実験をし，実現しようとする働
きを構想図にまとめる。

新商品開発ガイダンス，先行作品
の閲覧，製作に必要な情報集め

ものづくりの必要性，ものにあらわさ
れるメッセージ，手順，さまざまな観点
との出会い，相互比較，価値判断の
柔軟化，不足している知識，加工方
法，材料などの質問コーナー

B

実現しようとする動
きを構造図にまと
めている。

実現しようとする動
きを構造図にまと
めようとしている。

構想シート 構想実験の結果を
構想に生かし，図
に表している。

構想実験の結果を
構想に生かそうと
している。

構想シート 機構実験によっ
て，適切に目的の
動きをする機構を
つくることができ
る。

機構実験によっ
て，目的の動きを
する機構をつくるこ
とができる。

機構図 円運動を他の動き
に変える方法につ
いて理解し，図示
できる。

円運動を他の動き
に変える方法につ
いて理解している。

学習プリント
情報の整理
と有効活用，
機械の仕組
み

17 6 2
リンク部分の設
計図の完成

動力伝達の手段や機構について理
解し，機構実験により自分が実現し
ようとする動きをつくり，設計図とし
てまとめる。
部品表，工程表をつくる。

予想機構図の作成，機構実験，目
的の動きの最終決定

予想機構の検証と課題解決，実験の
まとめ，設計図作成，必要な情報のま
とめ

B

目的の動きを達成
できるまで繰り返し
ている。

目的の動きを達成
できるまで繰り返
そうとしている。

学習プリント 自分の実現しよう
とする動きをより正
確に設計に生かし
ている。

自分の実現しよう
とする動きをより正
確に設計に生かそ
うとしている。

学習プリント 正しく機構の実験
を行い，成果を設
計図として正確に
まとめることができ
る。

正しく機構の実験
を行い，成果を設
計図としてまとめる
ことができる。

設計図 てこクランク，揺動
クランク機構など
の動力伝達の手
段について理解
し，的確に利用し
ている

てこクランク，揺動
クランク機構など
の動力伝達の手
段について理解し
ている。

学習プリント

機械の仕組
み

18 8 2
実生活の中のエ
ネルギーと種類

エネルギーの種類や利用方法につ
いてまとめる。
省エネルギーに関する製品などに
ついて調べ，省エネルギーの方法
について理解する。

様々なエネルギーの利用のしかた
を知り，どのようなエネルギーが生
活に利用されているかをまとまる

エネルギーの種類，有効な利用法 B

積極的に身の回り
のエネルギーの種
類や利用方法につ
いて，考え，まとめ
ようとしている。

身の回りのエネル
ギーの種類や利用
方法について，考
え，まとめようとし
ている。

学習プリント エネルギー変換と
身近な製品の関係
を結び付きを考え
だした。

エネルギー変換と
身近な製品の関係
を結びつけようとし
ている。

学習プリント エネルギーの利用
例を10以上書け
る。

エネルギー変換方
法や省エネルギー
の方法について理
解している。

学習プリント

生活知識の
まとめ
理科

19 9 1
エネルギー変換
部品の特徴

色々な発電方法を知り，その仕組
みをまとめることができる。
動力，光，熱，電気などのエネル
ギーの変換方法を調べ，理解する。

発電方法とその特徴，エネルギー
の種類と変換方法，家庭での利用
機器

発電方法のまとめ，エネルギーの変
換のまとめ

B

身の回りのエネル
ギーの種類や利用
方法について考
え，適切にまとめ
ている。

身の回りのエネル
ギーの種類や利用
方法について考
え，まとめようとし
ている。

学習プリント 身の回りにあるエ
ネルギー変換の方
法や力の伝達の
仕組みを調べ，正
確に実験すること
ができる。

身の回りにあるエ
ネルギー変換の方
法や力の伝達の
仕組みを調べ，実
験することができ
る。

学習プリント
授業観察

エネルギー変換方
法や省エネルギー
の方法について理
解し，生活に当て
はめて考えてい
る。

エネルギー変換方
法や省エネルギー
の方法について理
解している。

学習プリント

生活体験か
らのフィード
バック
理科

20 11 2
エネルギーの発
生と実験

太陽電池と蓄電池の役割を知り，そ
の仕組みをまとめる。
太陽電池と蓄電池の特性について
実験し，まとめる。

太陽電池と蓄電池の特徴・特性 実験の考察，まとめ B

基礎的な電気回路
の仕組みについて
考え，適切にまと
めている。

基礎的な電気回路
の仕組みについて
考え，まとめようと
している。

学習プリント 目的にあった回路
を組み立てる配線
ができ，正しく実験
し，結果をまとめて
いる。

目的にあった回路
を組み立てる配線
ができ，正しく実験
することができる。

学習プリント
実験シート

電気部品の特徴，
基本的な電気回路
の仕組みについて
理解し適切にまと
めている。

電気部品の特徴，
基本的な電気回路
の仕組みについて
理解している。

学習プリント

電気部品の
役割
理科

21 21 14 3
電気要素の設
計，配線と点検

製作を通して，はんだ付けの基本を
身に付ける。
回路図に従い，太陽電池，スイッチ
などの部品を配線し，回路点検と動
作試験をして結果をまとめる。

電気部品の設計・配線
回路計による点検

電気部品のはんだづけ，回路計での
点検方法

B

基礎的な電気回路
の仕組みについて
考え，適切にまと
めている。
積極的に工具や機
器を正しく安全に
活用しようとしてい
る。

基礎的な電気回路
の仕組みについて
考え，まとめようと
している。
工具や機器を正し
く安全に活用しよう
としている。

授業観察 部品構成を考慮し
て，適切に配線を
工夫している。

部品構成を考慮し
て，配線を工夫し
ている。

実験シート 目的にあった回路
を組み立てる配線
ができ，正しく実験
し，結果をまとめて
いる。

目的にあった回路
を組み立てる配線
ができ，正しく実験
することができる。

実験シート 電気部品の特徴，
基本的な電気回路
の仕組みについて
理解し適切にまと
めている。
部品加工や材料に
適した加工方法に
関する正確に知識
を身に付けてい
る。

電気部品の特徴，
基本的な電気回路
の仕組みについて
理解している。
部品加工や材料に
適した加工方法に
関する知識を身に
付けている。

学習プリント

電気部品の
役割
理科

22 22 17 3
工具と加工法及
び部品加工

必要な材料をそろえ，加工に関する
工具や機器の使い方，注意事項を
まとめる。
工具や機器を適切に使用し，材料
に正確にけがきし，穴あけ，切断な
どの加工を行う。

基本構成部品の加工
プラスチック材料の性質，穴の罫書き
方，穴あけ注意，オルゴール取付，
シャーシ組立，ねじの締め具合

B

積極的に工具や機
器を正しく安全に
活用しようとしてい
る。

工具や機器を正し
く安全に活用しよう
としている。

授業観察 加工の目的や条
件に応じて，より適
切な工具や機器を
選択し，使い方を
適切に工夫してい
る。

加工の目的や条
件に応じて，より適
切な工具や機器を
選択し，使い方を
工夫している。

授業観察 工具を利用し，部
品を設計通り正確
に加工することが
できる。

工具を利用し，部
品を設計通りに加
工することができ
る。

側板，リンク部品と
設計図の照合

部品加工や材料に
適した加工方法に
関する正確に知識
を身に付けてい
る。

部品加工や材料に
適した加工方法に
関する知識を身に
付けている。

学習プリント

製作技術
1年時との関
連性

23 23 20 3 組み立て・調整

作業手順を意識し，製作品を効率
よく組み立てる。
動力伝達の部品構成が正しく配置
されているか確認する。
製作品の調整を行う。

機構の仕組みをつくる

クランク，リンクの罫書き，切断，端面
加工，稼動部，固定部のしくみ，ビス，
座金の働き，遊びの理由

B

完成させるため，
ねばり強く組み立
て，調整を繰り返
し，動きを調整し終
えた。

完成させるため，
ねばり強く組み立
て，調整を繰り返し
ている。

授業観察 計画的，効率的に
組み立てている。

計画的，効率的に
組み立てようとして
いる。

製作品
学習プリント

目的にあわせて，
適切な部品を使
い，正確に組み立
て，調整することが
できる。

目的にあわせて，
適切な部品を使
い，組み立て，調
整することができ
る。

製作品 製作の作業手順
や組立について的
確に理解してい
る。

製作の作業手順
や組立について理
解している。

学習プリント

各部の微調
整

24 21 1
製作品の評価と
まとめ

製作品の機能・性能実験を行い，結
果をまとめることができる。
製作品を自己・相互に評価し，レ
ポートしてまとめる。

製作品の評価 自己評価・相互評価の妥当性 B

積極的に自他の作
品を評価し，レ
ポートにまとめよう
としている。

自他の作品を評価
し，レポートにまと
めようとしている。

学習プリント 製作品について性
能試験をして正確
なデータを得ること
ができ，まとめられ
た。

製作品について性
能試験をして正確
なデータを得ること
ができる。

学習プリント

自己・相互
評価

25 22 1 レポート作成
これまでの学習をもとに情報を収集
し，まとめて資料を印刷できる。

wwwの情報から課題に合う内容を
判断して引用し，整形して印刷す
る。

文書整形，見出し，センタリング，文字
修飾の操作，著作表示

D

なるべくわかりや
すい図版や説明文
を探そうとする。

より良い情報を探
そうとする。

感想から 見出しやレイアウト
を整えてわかりや
すい資料ができ
る。

画像と文字の情報
をワープロに貼り
付ける。
引用表示を入れ
る。

プリントアウトした
成果

課題に適している
か，わかりやすい
かなどの条件に当
てはめて判断して
いる。

価値のある情報を
選ぶことができる。

プリントアウトした
ものにつけた感想
文などから 国語科

社会科

26 23 1
個人情報の流出
を防ぐ

個人情報の流出の危険性を知り，
web上で注意しなければならない
ページを判断できる。

個人情報を入力しやすいページを
検索し，暗号化処理や，利用規定な
どについての表示があるか調べ，
安全なページの条件をまとめる

価値ある情報の判断，選択する力，ま
とめる力

D

ブラウザに表示さ
れた入力欄につい
て注意深く調べよ
うとする。

ブラウザに表示さ
れた入力欄に不用
意入力しないよう
に気をつける。

授業観察 個人情報について
ポリシーが書かれ
ているページを検
索できる。

入力フォームのあ
るるwebページを
検索できる。

学習プリント，
ショートカットファイ
ル

自分の情報だけで
なく，他人の情報
についても留意す
ることができる

個人の情報は，自
ら守ることを知って
いる。

学習プリント

社会との関
連
社会科

27 25 2
栽培する作物の
選択と栽培計画
の作成

計画的に栽培を進めるために、環
境に応じて栽培する作物を選択で
きる。

環境に応じた作物を選択し、その作
物にあった生育計画を作成する。

環境に応じた作物の選択。栽培計画
の作成。

C

作物に応じた栽培
計画を工夫でき
る。

栽培する作物に応
じて栽培計画を工
夫しようとしてい
る。

栽培計画 目的や環境に適し
た作物を選択でき
る。

目的や環境に応じ
て作物を選択しよ
うとしている。

栽培計画

27 29 4
用土作りから播
種まで

用土作りなどの作業や用具の準備
や管理を行う。

用土づくりから播種まで 用土、播種方法の適切な選択 C

作業や用具の管
理を意欲的に行っ
ている。

用土づくりなどの
作業を行おうとして
いる。

授業観察
学習プリント

作業の効率化や
安全性を高めよう
としている。

作物や環境に応じ
て用土や播種の方
法を工夫しようとし
ている。

授業観察
生育ノート

27 33 4 作物の管理
病気や害虫について知り、管理を
工夫できる。

除草などの作業。管理の工夫。 適切な管理法、除草や駆除方法。 C

作物の生育過程
や環境状況につい
て調べようとしてい
る。

作物を栽培しようと
している。

生育ノート 作物の管理を工夫
し最適な環境を整
えることができる。

作物の管理を工夫
し環境を整えようと
している。

生育ノート 病気や害虫につい
て理解し、防除に
関する知識を身に
つけている。

病気や害虫につい
て知ろうとしてい
る。

学習プリント
生育ノート

28 35 2 収穫とまとめ
収穫し、これまでの栽培のまとめを
する。

収穫と生育のまとめ
適切な収穫方法。生活と栽培との関
わり。

C

作物として適切に
収穫できる。

作物として収穫し
ようとしている。

収穫された植物
生育ノート

生活と栽培との関
わりについて理解
し、これからの生
活に生かそうとし
ている。

生活と栽培のかか
わりについて知ろ
うとしている。

学習プリント

生活とのか
かわり

かかわり

生活の技能 生活や技術についての知識・理解生活や技術への関心・意欲・態度 生活を工夫し創造する能力



技術･家庭科 技術分野　学習指導計画概略 3年

No 累積 時数 ユニット 目標 内容 評価要素 備考 A B 評価対象 A B 評価対象 A B 評価対象 A B 評価対象

29 2 2
プレゼンテーショ
ンの設計

プレゼンテーション作成ソフトを利用
して，集めた情報を設計どおりに構
成してまとめることができる。

ソフトに用意した画像，文字，音楽
データなどを適切に配置し，成果を
確認しながらよりよい表現になるよ
うに編集する。

マルチメディアソフトの活用，仮実行と
修正，情報の正しい引用

D

設計どおりになる
まで作業を進めて
いる。

意欲的に作業に取
り組んでいる。

ファイル
学習プリント

適切に応用ソフト
ウェアの操作がで
きる。

応用ソフトウェアの
操作ができる。

ファイル 適切に応用ソフト
ウェアの操作に関
する知識を身に付
けている。

応用ソフトウェアの
操作に関する知識
を身に付けてい
る。

ファイル

構成要素と
ソフトウェア

30 5 3
プレゼンテーショ
ンの作成と修正

プレゼンテーション作成ソフトを利用
して，集めた情報を設計どおりに構
成してまとめることができる。

ソフトに用意した画像，文字，音楽
データなどを適切に配置し，成果を
確認しながらよりよい表現になるよ
うに編集する。

マルチメディアソフトの活用，仮実行と
修正，情報の正しい引用

D

設計どおりになる
まで作業を進めて
いる。

意欲的に作業に取
り組んでいる。

ファイル
学習プリント

応用ソフトウェアを
利用して，適切に
情報の処理の仕
方を工夫している。

応用ソフトウェアを
利用して情報の処
理の仕方を工夫し
ている。

ファイル
学習プリント

構成がまとまって
いる。

必要な情報がは
いっている。

ファイル ソフトの内容を理
解し適切な利用が
できる。

ソフトの利用がで
きる。

ファイル

人とコン
ピュータ

31 6 1
計測・制御の基
本

コンピュータを用いて，どんな計測
や制御ができるのか知る。

コンピュータを用いて，どんな計測
や制御ができるのか知る。

計測や制御の基本 D

生活の中でどのよ
うに利用されてい
るか考えている。

コンピュータを働か
せるプログラムに
関心をもち，その
役割とその機能に
ついて考えようとし
ている。

学習プリント 簡単な計測・制御
の構成要素に関す
る知識を身に付け
ている。

学習プリント

人とコン
ピュータ

32 10 4
プログラムの基
本

コンピュータを用いて，どんな計測
や制御ができるのか知る。

簡単なプログラムの作成を通して，
コンピュータのはたらきを知る。

簡単なプログラムの作成，プログラミ
ングの基礎

D

意欲的にプログラ
ムを改善しようとし
ている。

簡単なプログラム
の作成に取り組ん
でみようとしてい
る。

作成したプログラ
ム，学習プリント

課題を解決するた
めに，情報処理の
手順を適切に工夫
している。

サンプルプログラ
ムを用いて，課題
を解決するため
に，情報処理の手
順を工夫しようとし
ている。

作成したプログラ
ム，学習プリント

ループ等と最適化
等，より効率的な
プログラムを作成
している。

簡単なプログラム
の作成ができる。

作成したプログラ
ム，学習プリント

簡単なプログラム
の作成に関する知
識を身に付け，組
み合わせについて
理解できている。

簡単なプログラム
の作成に関する知
識を身に付けてい
る。

提出ファイル
学習プリント

プログラムと
コンピュータ
数学科

33 15 5
コンピュータによ
る計測・制御

目的に合った仕事の流れを考え
て，プログラムをつくる。

基本プログラムをもとに，簡単なプ
ログラムの編集・作成ができる。

プログラミングの応用 D

課題を達成するた
めの機能に関心を
もち，その役割に
ついて意欲的に考
えている。

課題を達成するた
めの機能に関心を
もち，その役割に
ついて考えようとし
ている

学習プリント
授業観察

課題に対応する情
報を適切に使うた
めの方法を工夫
し，まとめている。

課題に対応する情
報を適切に使うた
めの方法を工夫し
ようとしている。

学習プリント
授業観察

装置の特徴をつか
み，誤差などの動
きの変動を修正し
ている。

基本プログラムを
もとに，プログラム
の編集・作成がで
きる。

作成したプログラ
ム

調査データをもと
に，効率的に命令
を組み合わせてい
る。

調査データに基づ
いて正しく動作させ
ることができる。

提出ファイル
学習プリント

コンピュータ
と制御される
機械要素

34 16 1
わたしたちの計
測と制御

コンピュータを用いることによって，
計測・制御がどのように変化してき
たか調べ，計測・制御の技術と人や
生活とのかかわりについて考える。

コンピュータを用いることによって，
計測・制御がどのように変化してき
たか調べ，計測・制御の技術と人や
生活とのかかわりについて考える。

生活とのかかわりを関連づけられる D

変化をとらえ，これ
からの変化を予測
しようとしている。

情報手段の発達
や情報化の発展
が，生活や産業を
どのように変化さ
せてきたのか考え
ようとしている。

学習プリント 生活とコンピュータ
を用いた計測・制
御システムとの関
係について理解し
ている。

生活とコンピュータ
を用いた計測・制
御システムとの関
係について知る。

学習プリント

社会へのか
かわり

35 17 1
ものづくりと社会
について

ものづくりと社会の経済とのつなが
りについてまとめることができる。

技術の社会的な貢献度について
職探しから仕事づくりへ，創造する力
が人間の進化の源

D

積極的に参加しよ
うとしている。

資料をよく読もうと
している。

授業観察 適切に学習内容を
生活に結びつける
ことができる。

学習内容を生活に
結びつけようとして
いる。

学習プリント まとめが十分考え
られている。

つながりをまとめる
ことができる。

学習プリント

実生活への
応用
社会科

技術・家庭科（技術分野）教育課程

授業時間数 技・家 分野別 全時間数/4 ガイダンス 授業時数

１年 70 35 A 21.875 0.875 21

２年 70 35 B 21.875 0.875 21

３年 35 17.5 C 21.875 0.875 21

全体 175 87.5 D 21.875 1.375 20.5

87.5 4 83.5

４項目を均等に扱うので，時間数は１／４となり，それぞれ21.875時間となる。

A B C D ガイダンス

1年 21 9 1 4

2年 21 12 2

3年 17.5

かかわり

生活や技術への関心・意欲・態度 生活を工夫し創造する能力 生活の技能 生活や技術についての知識・理解

材料と加工に関する技術

エネルギー変換に関する技術

生物育成に関する技術

情報に関する技術


